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太田 順一（おおた・じゅんいち）

1950年奈良県生まれ。早稲田大学政
治経済学部中退。大阪写真専門学校
（現・ビジュアルアーツ専門学校 大阪）
卒業。第12回写真の会賞、日本写真協
会賞第 1回作家賞、第34回伊奈信男
賞受賞。主な写真集は、『大阪ウチナー
ンチュ』（ブレーンセンター）、『ハンセン
病療養所 百年の居場所』（解放出版社）、
『群集のまち』（ブレーンセンター）、『父
の日記』（ブレーンセンター）など。著書
に『ぼくは写真家になる！』（岩波書店）。

か  なん

「道の駅かなん」（大阪府南河内郡河南町）は「なにわの伝統野菜」が買える農産物の

直売所として知られる。管理運営するのは「農事組合法人かなん」。こだわりを持った

野菜づくりと直売を志向する農家が2004年、自主的に組織したもので、組合員は
121人。生産者と消費者のコミュニケーションを大事にした販売で年々、集客力を高
めていて、昨年の売り上げは3億4千万円超。優良な地産地消活動の団体として、
2007年には農水省から大臣賞が贈られた。
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Junichi Ota写真・文　太田順一

大根、大 かぶらぶらなどをなどををずらりずらりずらりず 並べて並べて並 みせるみせる「道の「道の駅かな駅かな駅かなななん」駅ん」駅ん」駅ん」駅長のの阪阪長長 上勝彦彦さんさん大根、かぶらなどをずらり並べてみせる「道の駅かなん」駅長の阪上勝彦さん

か  か  なんなん

「道の駅かなん」（大阪府南河内郡河南町）は「なにわの伝統野菜」が買える農産物の道の駅かなん」（大阪府南河内郡河南町）は「なにわの伝統野菜」が買える農産物の

直売所として知られる。管理運営するのは「農事組合法人かなん」。こだわりを持った直売所として知られる。管理運営するのは「農事組合法人かなん」。こだわりを持った

野菜づくりと直売を志向する農家が野菜づくりと直売を志向する農家が20042004年、自主的に組織したもので、組合員は年、自主的に組織したもので、組合員は

121121人。生産者と消費者のコミュニケーションを大事にした販売で年々、集客力を高人。生産者と消費者のコミュニケーションを大事にした販売で年々、集客力を高

めていて、昨年の売り上げはめていて、昨年の売り上げは3億4千万円超。優良な地産地消活動の団体として千万円超。優良な地産地消活動の団体として、

20072007年には農水省から大臣賞が贈られた。年には農水省から大臣賞が贈られた。

「道の駅かなん」（大阪府南河内郡河南町）は「なにわの伝統野菜」が買える農産物の

直売所として知られる。管理運営するのは「農事組合法人かなん」。こだわりを持った

野菜づくりと直売を志向する農家が2004年、自主的に組織したもので、組合員は
121人。生産者と消費者のコミュニケーションを大事にした販売で年々、集客力を高
めていて、昨年の売り上げは3億4千万円超。優良な地産地消活動の団体として、
2007年には農水省から大臣賞が贈られた。

か なん
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「なにわの伝統野菜」フェア。田辺
大根のふろふきが振る舞われる ふれあふれあい朝市い朝市。８時。８時30分30分ののの

開始前開始前からいからいつも数も数十人が十人が
並並並びび、、ひっきひっきりなしり に客が来る

ふれあい朝市。８時30分の
開始前からいつも数十人が
並び、ひっきりなしに客が来る

「なにわの伝統野菜」の勝間南瓜を収穫する「農事組
合法人かなん」代表理事の久門明郎さん

道の駅で人気商品の米粉
パン。地場産の米を使って
駅併設の加工所でつくる

阪上さんは農水省選定の「地産地消の仕事人」にも選ばれている

こ つ ま なんきん

か  なん

「道の駅かなん」（大阪府南河内郡河南町）は「なにわの伝統野菜」が買える農産物の

直売所として知られる。管理運営するのは「農事組合法人かなん」。こだわりを持った

野菜づくりと直売を志向する農家が2004年、自主的に組織したもので、組合員は
121人。生産者と消費者のコミュニケーションを大事にした販売で年々、集客力を高
めていて、昨年の売り上げは3億4千万円超。優良な地産地消活動の団体として、
2007年には農水省から大臣賞が贈られた。
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いちじくの果肉の状態や
糖度などをきびしくチェッ
ク。この後、集まった客
に販売される

いちじく展示品評会。河南町の特産品であるいちじくも、農家の高齢化などで一時すたれていたが、展示品評会を開くことで見事、復活した

か  なん

「道の駅かなん」（大阪府南河内郡河南町）は「なにわの伝統野菜」が買える農産物の

直売所として知られる。管理運営するのは「農事組合法人かなん」。こだわりを持った

野菜づくりと直売を志向する農家が2004年、自主的に組織したもので、組合員は
121人。生産者と消費者のコミュニケーションを大事にした販売で年々、集客力を高
めていて、昨年の売り上げは3億4千万円超。優良な地産地消活動の団体として、
2007年には農水省から大臣賞が贈られた。


